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平成１９年７月期中間（非連結）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 19 年 7 月期中間（平成 18 年 8 月 1 日～平成 19 年 1 月 31 日）の業績予想について、平成 18 年

9 月 8 日付当社「平成 18 年 7 月期決算短信（非連結）」にて発表いたしました業績予想を下記の通り修

正いたします。 

記 

 

１．平成 19 年 7 月期中間業績予想の修正（平成 18 年 8 月 1 日～平成 19 年 1 月 31 日） 

  （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 

(平成 18 年 9 月 8日発表) 
２，４００ ２４０  １４０ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ２，０００ ８５  ５０ 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △４００ △１５５  △９０ 

増  減  率（％） △１６．７ △６４．６  △６４．３ 

（ご参考） 

前期実績(平成 18 年 1月中間期) 
１，６２０ ６５  ４２ 

      

 ２．修正理由 

   当中間期の売上高につきましては、当中間期に売上計上可能な受注残高が増加していることに

加え、受注見込み案件も多かったことから、前年同期比 780 百万円の増加を計画しておりました。 

   しかしながら、第１四半期の受注高はほぼ計画通り推移するものの、第２四半期の売上に予定

していた案件の受注が一部低調であったことや、売上計上時期が下期にずれ込む案件が発生したこ

とにより、当中間期での売上高は期初の予想を下回る見通しとなりました。このため、当中間期の

売上高予想を 2,000 百万円に修正いたします。 

   また、利益面に関しましては、第２四半期の売上高の減少及び高粗利益機種の販売台数が少な

いことに伴う売上総利益の減少により、期初の予想を大幅に下回る見通しとなりました。このため、

当中間期の経常利益予想を 85 百万円、中間純利益予想を 50 百万円に修正いたします。 



          
 ３．平成 19 年 7 月期通期業績予想について（平成 18 年 8 月 1 日～平成 19 年 7 月 31 日） 

    通期に関しましては、第１四半期の受注高が前期を上回りほぼ計画通りに推移していること

と、下期売上高に貢献可能な受注見込み案件が十分にあることから、中間期の修正分を回復する

ことは十分に可能であると予想しております。 

このため、上記の通り中間期の業績予想は修正いたしますが、通期の業績予想につきましては、

平成 18 年 9 月 8 日付当社「平成 18 年 7 月期決算短信（非連結）」に記載の予想と変更はありま

せん。 

 

＜ご参考＞平成 19 年 7 月期の業績予想（平成 18 年 8 月 1 日～平成 19 年 7 月 31 日） 

   （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
予      想 

(平成 18 年 9 月 8日発表) 
４，６００ ４００  ２３５ 

前 期 実 績 

(平成 18 年 7 月期) 
４，３９４ ２８５  １５４ 

 

     

 （注）上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に

不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異な

る場合があります。 
以上 


